
公表：2023年3月30日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ スタッフによる意見 今後の改善内容・改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペー

スとの関係で適切であるか
5 4 1

必要に応じて、しきりなどを

使ってスペースを分割してい

る。クールダウンできるスペー

スがあればなおよい。

定員につきましては規定の範囲

内での受け入れを行っていま

す。スペースは通常十分に確保

しておりますが、必要に応じて

スペースの区分をしていきま

す。

2 職員の配置数は適切であるか 3 7 0
利用人数によって配置数を決め

ておりますが、安定しない時も

あります。

人員配置が適切に配置されるよ

う、OJTの整備をはじめとして、

職員にとっても働き甲斐のある

職場環境を整えていきます。

3

事業所の設備等について、バリ

アフリー化の配慮が適切になさ

れているか

9 2 0
入口にはスロープが設置された

り、車椅子のお子さんも利用す

ることができている。

引き続き、合理的配慮を意識し

て、環境を整えていきます。

4

業務改善を進めるためのPDCAサ

イクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか

4 3 1
サービス提供後に評価を記録し

たり、スタッフ会議内で共有し

ている。

サービス提供後の記録につい

て、システムを導入する予定

で、日ごと、お子さんごとに様

子を一覧できるようになりま

す。引き続き、全スタッフが共

有して業務改善を推進できるよ

うに努めてまいります。

5

保護者等向け評価表を活用する

等によりアンケート調査を実施

して保護者等の意向等を把握

し、業務改善につなげているか

5 2 1
今年度も保護者等向けアンケー

ト調査を実施させてもらった。

スタッフ会議にて意向等の把

握、業務改善に向けての話し合

いをしております。

6

この自己評価の結果を、事業所

の会報やホームページ等で公開

しているか

7 1 0 ホームページで公開している。
今年度もホームページに掲載い

たします。

7

第三者による外部評価を行い、

評価結果を業務改善につなげて

いるか

2 2 3
外部評価機関等にはお願いして

いない。

事業所の質の向上のために、今

後検討していきます。

8

職員の資質の向上を行うため

に、研修の機会を確保している

か

8 1 0

事業所内研修（外部講師を招く

場合もあり）やオンライン研修

を各職員が随時受けておりま

す。コロナウィルス蔓延のた

め、集合型研修には参加してお

りません。

内部研修につきましては、毎月

のスタッフ会議の時間を利用し

て定期的に行っております。外

部研修につきましては、職員が

積極的に参加できるよう、研修

内容の周知の機会を増やしてい

きます。
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9

アセスメントを適切に行い、子

どもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析した上で、放課後

等デイサービス計画を作成して

いるか

8 0 0
保護者との面談等を使い行うこ

とができた。

今後もご利用のお子様ご本人、

保護者の意向を反映できるよう

心がけていきます。

10

子どもの適応行動の状況を図る

ために、標準化されたアセスメ

ントツールを使用しているか

3 3 2 使用できていない。

より客観的に分析できるように

心掛けておりますが、アセスメ

ントツールの導入には至ってい

ません。今後導入や活用を検討

していきます。

11
活動プログラムの立案をチーム

で行っているか
5 3 0

日ごとにリーダーを決め、その

日の活動プログラム等を計画し

ています。また当日のサービス

提供前に打ち合わせをしてさら

に精査しています。

引き続き日々の活動プログラム

が個別支援とリンクできる内容

となるようにチームで立案して

まいります。

12
活動プログラムが固定化しない

よう工夫しているか
6 2 1

季節、行事を大切にし工作など

に取り入れていたり、月予定、

一日予定を立て活動プログラム

が固定化しないようにしている

が、内容が重なってしまうこと

もある。

これからも活動プログラムが固

定化しないよう、お子さんたち

が楽しめるような内容を積極的

に検討してまいります。

13

平日、休日、長期休暇に応じ

て、課題をきめ細やかに設定し

て支援しているか

3 5 0

状況に応じて、課題・内容を設

定して行っているが、きめ細や

かかと言われれば疑問符が付

く。また長期休暇のときの過ご

し方をもっと充実させた方が良

い。

その日の利用時間に合わせて、

一人ひとりの支援計画に沿うよ

うな活動と課題を考え、計画し

ていきます。

14

子どもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を適宜組み合わせ

て放課後等デイサービス計画を

作成しているか

8 2 0

場面ごとに合わせて、それぞれ

個別には対応しているが、集団

活動の中での個別なので、個別

活動の時間と分けてはいない。

それぞれの部分で計画作成して

いる。

引き続き、日々の活動の中で

個々の支援計画を考慮しなが

ら、個別活動と集団活動を柔軟

に組み合わせながら支援するよ

う心がけていきます。

15

支援開始前には職員間で必ず打

合せをし、その日行われる支援

の内容や役割分担について確認

しているか

10 0 0

その日の活動内容を支援前に打

ち合わせ時間を設けリーダーが

説明確認している。また質問な

どある場合はその場で解決して

いる。

スタッフ間で目的と内容を共有

できるように、引き続き取り組

んでいきます。

16

支援終了後には、職員間で必ず

打合せをし、その日行われた支

援の振り返りを行い､気付いた点

等を共有しているか

2 3 4

短期入所施設と同時運営をして

いることや、送迎の関係で、終

了後に全員で打ち合わせをする

ことが難しい。その日の様子や

気づいた点などは記録に記入し

て、後日情報共有している。

日々の記録の充実と共に、重要

なことに関しては即時に口頭で

伝えていきます。また、翌日以

降のサービス提供前の打ち合わ

せの時間に情報の共有を図って

いきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

適

切

な

支

援

の

提

供



17

日々の支援に関して正しく記録

をとることを徹底し、支援の検

証・改善につなげているか

9 2 0
記録用紙にその日の担当者が年

間目標を基に利用者の様子を記

入している。

個別の記録の内容を深め、情報

の共有もしっかり行い、検証し

ていきます。

18

定期的にモニタリングを行い、

放課後等デイサービス計画の見

直しの必要性を判断しているか

5 2 0

相談支援機関との連携を取りモ

ニタリングに繋げたり、事業所

としても半期に一度のモニタリ

ングを実施している。

ご家族の意向や日々の支援の振

り返り、スタッフ会議で共有し

たことなどを盛り込んで、計画

を充実したものにしていきま

す。

19

ガイドラインの総則の基本活動

を複数組み合わせて支援を行っ

ているか

4 3 0
制作やダンスといった創作活

動、ゲームなどの活動、外出な

ど様々な活動をしています。

今後も幅広い活動を提供できる

ようにしていきます。

20

障害児相談支援事業所のサービ

ス担当者会議にその子どもの状

況に精通した最もふさわしい者

が参画しているか

4 4 0
個別担当制を用いてその人を中

心に支援して、その担当が出席

している。

引き続き個別担当制で行い、責

任をもって会議に参加していき

ます。

21

学校との情報共有（年間計画・

行事予定等の交換、子どもの下

校時刻の確認等）、連絡調整

（送迎時の対応、トラブル発生

時の連絡）を適切に行っている

か

7 2 1
下校時迎えの際に担当の先生か

らその日の様子を聞き引き継い

でいる（特に健康状態）。

連絡不足なこともあったので、

学校との連携をしっかり取って

いきます。

22

医療的ケアが必要な子どもを受

け入れる場合は、子どもの主治

医等と連絡体制を整えているか

1 4 2 現在、該当児童はおりません。
必要に応じて、主治医等との連

絡体制を整えてまいります。

23

就学前に利用していた保育所や

幼稚園、認定こども園、児童発

達支援事業所等との間で情報共

有と相互理解に努めているか

3 3 1
相談員や家族を通して相互理解

に努めている。

今後の課題として捉え、より積

極的に情報共有と相互理解に努

めます。

24

学校を卒業し、放課後等デイ

サービス事業所から障害福祉

サービス事業所等へ移行する場

合、それまでの支援内容等の情

報を提供する等しているか

2 4 1

法人内事業所（ワーク＆ライク

のびっこ）はできている。その

他の事業所は、求められれば必

要な範囲で提供を行っている。

要請があった場合、保護者の許

可を頂いてから情報提供をして

いきます。また相談支援機関を

通じて情報提供させて頂く場合

もあります。

25

児童発達支援センターや発達障

害者支援センター等の専門機関

と連携し、助言や研修を受けて

いるか

0 4 3
直接的な連携は少ない。もしお

子さん本人がそちらに関わって

いれば連携していると思う。

今後、専門機関と連携を取っ

て、職員の資質向上を図る機会

としていきます。

26

放課後児童クラブや児童館との

交流や、障害のない子どもと活

動する機会があるか

1 1 6
コロナ禍により交流活動を行っ

ていないが、今後そういう機会

を作りたい。

コロナウィルスの状況を踏まえ

た上で、そういった機会を作れ

ないか、模索していきます。
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27
（地域自立支援）協議会等へ積

極的に参加しているか
1 2 4 積極的ではない。

地域の中の事業所として、今後

の発展的な課題として検討して

いきます。

28

日頃から子どもの状況を保護者

と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共通理解を

持っているか

7 1 0

連絡帳、送迎時の引継ぎ、面

談、電話等、様々なツールを使

い理解を図るように努めてい

る。

今後も同様に行います。

29

保護者の対応力の向上を図る観

点から、保護者に対してペアレ

ント･トレーニング等の支援を

行っているか

1 3 3 具体的に行っておりません。

ペアレント・トレーニングを実

施できるように研修を受講する

などしていきます。

30

運営規程、支援の内容、利用者

負担等について丁寧な説明を

行っているか

5 2 0 契約時に行っている。 今後も同様に丁寧に行います。

31

保護者からの子育ての悩み等に

対する相談に適切に応じ、必要

な助言と支援を行っているか

6 2 0
こちらでの様子を参考に必要な

助言またはしかるべき機関に繋

げるように努めている。

今後も同様に行い、必要に応じ

て各相談支援機関への橋渡しを

行います。

32

父母の会の活動を支援したり、

保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士の連携を支援し

ているか

1 1 5

コロナ禍もあり、保護者それぞ

れとは対応しているが、保護者

同士の連携の機会は作れていな

い。

コロナウィルスの状況を踏まえ

た上で、そういった機会を作れ

ないか、模索していきます。

33

子どもや保護者からの苦情につ

いて、対応の体制を整備すると

ともに、子どもや保護者に周知

し、苦情があった場合に迅速か

つ適切に対応しているか

9 1 0

スタッフが電話や直接自宅に訪

問し保護者と話し、説明をする

など、出来る限り丁寧に迅速に

対応を取るようにしている。

苦情等の対応につきましては、

誠心誠意対応するように努めて

まいります。

34

定期的に会報等を発行し、活動

概要や行事予定、連絡体制等の

情報を子どもや保護者に対して

発信しているか

5 3 0
毎月、にこぬくだよりを発行、

ブログにも定期的にあげ、情報

を発信している。

今後も同様に行います。

35 個人情報に十分注意しているか 11 0 0 全体的に実施できている。
今後も個人情報の取扱いに十分

注意してまいります。

36

障害のある子どもや保護者との

意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか

7 2 0
お子さんとのコミュニケーショ

ンでカードなどを用いることが

あります。

引き続き、合理的配慮を意識し

て、環境を整えていきます。

37

事業所の行事に地域住民を招待

する等地域に開かれた事業運営

を図っているか

0 3 5

コロナ禍もあり、地域住民を招

待することはなかったが、来所

や近隣であった時に挨拶をする

等地域とのつながりは大事にし

ている。

地域の中の事業所として、開か

れた事業所を目指すために行事

等を検討していきます。
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38

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュア

ルを策定し、職員や保護者に周

知しているか

6 2 1
定期的にマニュアルを確認して

いる。

各種マニュアルが整備されてい

ることを、スタッフのみなら

ず、保護者へも通知していきま

す。

39

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓練

を行っているか

9 1 0

避難訓練を定期的に利用者と行

い安全に迅速に万が一の時の行

動と問題点の共有を図ってい

る。

定期的な訓練と消防設備の点検

を行っていますので、訓練など

は今後もにこぬくだよりなどで

皆様にお知らせしていきます。

40

虐待を防止するため、職員の研

修機会を確保する等、適切な対

応をしているか

7 1 0 年2回研修を実施している。
今後も研修を定期的に実施し、

虐待防止に努めてまいります。

41

どのような場合にやむを得ず身

体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、子どもや保護者に

事前に十分に説明し了解を得た

上で、放課後等デイサービス計

画に記載しているか

9 1 0

ご家庭には「身体拘束に関する

説明書・同意書」を配布し、い

ざという時の了承を得ている。

また、スタッフ会議で全員の考

えおよび意見など出し合い共有

し合っている。

今後も新規の利用者様には同様

の書類をお渡しするとともに、

身体拘束が必要なお子さんに関

して、いかに身体拘束をせずに

過ごせるかを、スタッフ間で話

し合っていきます。

42

食物アレルギーのある子どもに

ついて、医師の指示書に基づく

対応がされているか

2 5 1
現在、ひどい食物アレルギーの

ある子どもはいない。

食物アレルギーのあるお子さん

を受けることになった場合は、

医師の指示に従います。

43
ヒヤリハット事例集を作成して

事業所内で共有しているか
9 2 0

何かあればヒヤリハットシート

を書くように周知徹底してい

る。

今後もヒヤリハットシートは全

員が回覧し、スタッフ会議等で

注意点、改善点等を共有してい

きます。
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はい いいえ 改善目標、工夫している点など

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切であるか
7 2

・子どもの人数や遊びによって変わってくる。

→デイルームは、車いす利用者が複数いても十分

な広さになるようなスペースで運営しています

が、お子さんの安全を考慮してスペースを分ける

等の工夫はこれからもしてまいります。

2 職員の配置数は適切であるか 6 2

人数だけでなく利用者の支援程度で足りなく思う

時がある。

→きめ細やかな支援を提供するために、基準以上

の人員を確保できるようになるべく努めていま

す。また空間や配置を工夫して個々のニーズに

あった支援もしていますが、安定したサービスが

提供できるよう、職場環境を整えていきます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造

化された環境になっているか。また、

障害の特性に応じ、事業所の設備等

は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか

8 2

玄関は階段とスロープ、二つの道がありバリアフ

リー化している。利用者の方にもわかりやすい構

造になっている。また本人に合わせた視覚情報、

写真や絵なども用いてわかりやすく提示してい

る。現状では室内より駐車場の地面の水はけ、凹

凸がもっと平らだとよい。

→駐車場は砂利でバリアフリーになっていません

ので、今後解消できるよう検討していきます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ

る環境になっているか。また、子ども

達の活動に合わせた空間となっている

か

8 1

サービス提供後に必ず掃除を行い清潔で心地よく

過ごせる環境にしている。空間については配慮し

ている点はあるが、もう少し空間利用が必要。

→今後も清潔な環境を心がけます。空間利用につ

いても個々のニーズに合わせて利用できるように

検討してまいります。

5

業務改善を進めるためのPDCAサイク

ル(目標設定と振り返り)に、広く職員

が参画しているか

6 2

サービス提供後に個別支援に対する記録を残した

り、月に一度のスタッフ会議で情報共有や検討を

したり、個別支援計画見直し会議（3月、9月）を

実施している。

→今後も同様に行います。日々の記録について

は、日ごと、お子さんごとに一覧できるシステム

を導入予定です。

6

保護者等向け評価表により、保護者等

に対して事業所の評価を実施するとと

もに、保護者等の意向等を把握し、業

務改善につなげているか

7 0

アンケートの実施後に会議にて確認することがで

きている。また送迎時やメール、電話、面談など

の様々なツールで保護者の意向の把握に努めてい

る。

→今後もきめ細やかな対応を心がけます。
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児童発達支援自己評価表事業者向け



7

事業所向け自己評価表及び保護者向け

評価表の結果を踏まえ、事業所として

自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームページ等で

公開しているか

6 0

評価を基に支援の質の改善に努めて、その結果は

会報やホームページに公開している。

→法人ホームページに掲載します。

8
第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげているか
1 4

外部評価機関等にはお願いしていない。

→事業所の質の向上のために、今後検討していき

ます。

9
職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保しているか
10 0

外部研修に参加したり、会議で研修時間を設けて

行っている。

→引き続き、研修の機会を確保し職員の資質の向

上を図ります。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析

した上で、児童発達支援計画を作成し

ているか

7 0

面談を行い課題に対することを計画に入れて作成

している。

→今後もご利用のお子様ご本人、保護者の意向を

反映できるよう心がけていきます。

11

子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツール

を使用しているか

5 2

ツール未使用。

→より客観的に分析できるように心がけておりま

すが、アセスメントツールの導入には至っていま

せん。今後導入や活用を検討していきます。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ

ドラインの｢児童発達支援の提供すべき支

援｣の｢発達支援(本人支援及び移行支

援)｣、｢家族支援｣、｢地域支援｣で示す支援

内容から子どもの支援に必要な項目が適切

に選択され、その上で、具体的な支援内容

が設定されているか

3 2 →左記の内容を踏まえるように心がけています。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いるか
6 0

計画を常に確認して「できている」「できていな

い」「どうしていく」を振り返りながら支援して

いる。

→日々の活動の中で個々の支援計画を考慮しなが

ら支援するよう心がけています。

14
活動プログラムの立案をチームで行っ

ているか
6 2

日々スタッフ同士で相談しながら行っておりま

す。

→当日のリーダーを中心に計画を立て、行ってい

ます。

15
活動プログラムが固定化しないよう工

夫しているか
7 1

個々での考えで工夫しているが、マンネリ化があ

る。

→これからも、活動プログラムが固定化しないよ

う、お子さんが楽しめるような内容を積極的に検

討してまいります。
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16

子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宜組み合わせて児童発達支

援計画を作成しているか

8 0
→引き続き、日々の活動の中で個々の支援計画を

考慮しながら、個別活動と集団活動を柔軟に組み

合わせながら支援するよう心がけていきます。

17

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認しているか

11 0

サービス提供前に打ち合わせを行っている。祝

日、休日の打ち合わせについては時間の検討が必

要。

→スタッフ間で目的と内容を共有できるように、

引き続き取り組んでいきます。祝日、休日の打ち

合わせに関しては環境を工夫しながらできるよう

に努めてまいります。

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返り

を行い､気付いた点等を共有している

か

5 5

短期入所と同時運営のため、また送迎の関係で打

ち合わせの時間が取れていない。その日の気づい

た点はそれぞれが記録に記入して後ほど、確認し

ている。

→日々の記録の充実と共に、重要なことに関して

は即時に口頭で伝えていきます。また、翌日以降

のサービス提供前の打ち合わせの時間に情報の共

有を図っていきます。

19

日々の支援に関して正しく記録をとる

ことを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか

9 0

記録ノート又は業務日誌に記録を残し、支援の検

証、改善につなげている。

→日々の記録については、日ごと、お子さんごと

に一覧できるシステムを導入予定です。

20

定期的にモニタリングを行い、児童発

達支援計画の見直しの必要性を判断し

ているか

6 1
モニタリングは行っている。

→半期に一度のモニタリングを行っています。

21

障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議にその子どもの状況に精通した

最もふさわしい者が参画しているか

6 0

個別担当制を用いてその人を中心に支援して、そ

の担当が出席している。

→引き続き個別担当制で行い、責任をもって会議

に参加していきます。

22

母子保健や子ども･子育て支援等の関

係者や関係機関と連携した支援を行っ

ているか

3 4

連携が課題。

→個別の担当者会議で顔を合わせた際、内容は共

有しています。相談支援機関などとは連携させて

いただいていますが、専門機関や行政機関との、

より一層の連携は今後の課題です。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）地域の保健、医療、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携した支

援を行っているか

0 3

対象児童がおりません。

→必要に応じて、関係機関との連絡体制を整えて

まいります。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）子どもの主治医や協力医療機関

等と連絡体制を整えているか

1 3

対象児童がおりません。

→必要に応じて、主治医等との連絡体制を整えて

まいります。
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25

移行支援として、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等

との間で、支援内容等の情報共有と相

互理解を図っているか

5 2

直接的よりも間接的に相談員や家族を通して図る

ようにしている。

→定期的に卒園児童がにこにこを利用される流れ

ができてきた場合は、機会を改めて設けていける

とよいと考えます。

26

移行支援として、小学校や特別支援学

校(小学部)との間で、支援内容等の情

報共有と相互理解を図っているか

4 3
その機会はまだない。

→これから情報共有と相互理解を図ります。

27

他の児童発達支援センターや児童発達

支援事業所。、発達障害者支援セン

ター等の専門機関と連携し、助言や研

修を受けているか

3 3

助言はなし。話し合いはある。

→昨年度は研修の機会を設けました。今後も同様

に定期的に研修を受けられるようにしていきま

す。

28

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと接する機会がある

か

1 6

コロナ禍もあり、なかなか直接的ふれあいは難し

い。

→コロナウィルスの状況を踏まえた上で、そう

いった機会を作れないか、模索していきます。

29

（自立支援）協議会子ども部会や地域

の子ども・子育て会議等へ積極的に参

加しているか

2 5

機会がない。

→地域の中の事業所として、今後の発展的な課題

として検討していきます。

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っているか

9 0

連絡帳、面談、電話等、様々なツールを使い理解

を図るように努めている。

→今後も同様に行います。

31

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対して家族支援プログラ

ム(ペアレント･トレーニング等)の支援

を行っているか

3 4

支援プログラムに合わせては行っていないが、こ

ちらでの様子を共有して参考にしていただけるよ

うに助言している。

→ペアレント・トレーニングを実施できるように

研修を受講するなどしていきます。

32
運営規程、支援の内容、利用者負担等

について丁寧な説明を行っているか
6 0 →契約時に行っています。

33

児童発達支援ガイドラインの｢児童発達支

援の提供すべき支援｣のねらい及び支援内

容と、これに基づき作成された｢児童発達

支援計画｣を示しながら、支援内容の説明

を行い、保護者から児童発達支援計画の同

意を得ているか

6 0
→利用者個別面談は、年2回行っています。その

際に説明、同意をいただいています。

34

定期的に、保護者からの子育ての悩み

等に対する相談に適切に応じ、必要な

助言と支援を行っているか

6 2
→こちらでの様子を参考に必要な助言または相談

支援機関に繋げるように努めています。

35

父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援しているか

1 5

コロナ禍もあり、保護者それぞれとは対応してい

るが、保護者同士の連携の機会は作れていない。

→コロナウィルスの状況を踏まえた上で、そう

いった機会を作れないか、模索していきます。
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36

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、相談や

申入れがあった場合に迅速かつ適切に

対応しているか

7 0

丁寧に迅速に対応をとるようにしている。

→児発管が中心となり、相談・申し入れをお聞き

しているところですが、それ以外の保育士等支援

スタッフも、お聞きして、内容について児発管と

共有して、対応するようしています。

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信しているか

8 0

毎月、広報を発行、ブログにも定期的に上げ、情

報を発信している。

→今後も同様に行います。

38 個人情報の取扱いに十分注意しているか 10 0

実施できている。

→今後も個人情報の取扱いに十分注意してまいり

ます。

39

障害のある子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしてい

るか

10 0

カードやタブレットなどを使用。

→引き続き、合理的配慮を意識して、環境を整え

ていきます。

40

事業所の行事に地域住民を招待する等

地域に開かれた事業運営を図っている

か

2 4

コロナ禍もあり、地域住民を招待することはな

かったが、来所や近隣で会った時に挨拶をする等

地域とのつながりは大事にしていきたい。

→地域の中の事業所として、開かれた事業所を目

指すために行事等を検討していきます。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルを策定し、

職員や保護者に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか

8 1

感染症対応の訓練は行った。防犯、緊急時対応は

訓練していない。ダイアップ使用時の訓練が必要

と思う。保護者への周知という点は不十分。

→各種マニュアルが整備されていることを、ス

タッフのみならず、保護者へも通知していくとと

もに、必要な訓練を行っていきます。

42

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行ってい

るか

8 0

年に2回行い、反省点を挙げてまとめている。

→定期的な訓練を消防設備の点検を行っています

ので、訓練などは今後もにこぬくだよりなどで皆

様にお知らせしていきます。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発

作等の子どもの状況を確認しているか
9 0

ダイアップの預かりなどをして、外出時持参して

いるが、職員間でもう少し情報共有が必要と感じ

る。

→利用時のアセスメントに置いて状況を確認し、

スタッフ間で共有しています。医師の指示書等も

整備を進めています。

44

食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がされ

ているか

4 2

現在、ひどい食物アレルギーのある子どもはいな

いが、想定すると医師の指示に従う。

→食物アレルギーのあるお子さんを受けることに

なった場合は、医師の指示に従います。
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45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所

内で共有しているか
11 0

事例集とまではいかないが共有している。ヒヤリ

ハットの検討はもう少し時間をかけられるとよ

い。

→今後もヒヤリハットシートは全員が回覧し、ス

タッフ会議等で注意点、改善点等を共有していき

ます。

46

虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしている

か

8 0
→研修を定期的に実施しています。今後も同様に

行い、虐待防止に努めてまいります。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束

を行うかについて、組織的に決定し、

子どもや保護者に事前に十分に説明し

了解を得た上で、児童発達支援計画に

記載しているか

8 0

身体拘束について実施している利用者はいるが、

それをどのようにしてなくしていくかの検討が必

要。

→ご家庭には「身体拘束に関する説明書・同意

書」を配布し、いざという時の了承を得ていま

す。いかに身体拘束をせずに過ごせるかについて

は、都度スタッフ間で話し合っていきます。
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公表：2023年3月30日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ いただいたご意見 ご意見を踏まえての対応

1
子どもの活動等のスペースが十

分に確保されているか
10

定員につきましては規定の範囲内で

の受け入れを行っています。スペー

スは通常十分に確保しております

が、必要に応じてスペースの区分を

していきます。

2
職員の配置数や専門性は適切で

あるか
9 1

人員配置が適切に配置されるよう、

OJTの整備をはじめとして、職員に

とっても働き甲斐のある職場環境を

整えていきます。

3

事業所の設備等は、スロープや

手すりの設置などバリアフリー

化の配慮が適切になされている

か

9 1
・駐車場が砂利なので車椅子が動き

づらい。

駐車場は砂利でバリアフリーになっ

ていませんので、今後解消できるよ

う検討していきます。

4

子どもと保護者のニーズや課題

が客観的に分析された上で、放

課後等デイサービス計画が作成

されているか

10
今後もご利用のお子様ご本人、保護

者の意向を反映できるよう心がけて

いきます。

5
活動プログラムが固定化しない

よう工夫されているか
8 2

これからも活動プログラムが固定化

しないよう、お子さんたちが楽しめ

るような内容を積極的に検討してま

いります。

6

放課後児童クラブや児童館との

交流や、障害のない子どもと活

動する機会があるか

2 6 2

・コロナ禍の中なのでむずかしいと

思います。

・長期休みの時に、交流機会があっ

ても良いのかな、と思います。

コロナウィルスの状況を踏まえた上

で、そういった機会を作れないか、

模索していきます。

7
支援の内容、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がなされたか
10

契約時に行っています。今後も同様

に行います。

8

日頃から子どもの状況を保護者

と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共通理解がで

きているか

10
連絡帳、面談、電話等、様々なツー

ルを使い理解を図るように努めてい

ます。今後も同様に行います。

9

保護者に対して面談や、育児に

関する助言等の支援が行われて

いるか

10

こちらでの様子を参考に必要な助言

または相談支援機関に繋げるように

努めています。今後も同様に行いま

す。

アンケート郵送(2023年2月）　  20名　　回収数　    10名　割合　 50 ％
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10

父母の会の活動の支援や、保護

者会等の開催等により保護者同

士の連携が支援されているか

1 5 4 ・そういった場面がありません。

コロナウィルスの状況を踏まえた上

で、そういった機会を作れないか、

模索していきます。

11

子どもや保護者からの苦情につ

いて、対応の体制を整備すると

ともに、子どもや保護者に周

知・説明し、苦情があった場合

に迅速かつ適切に対応している

か

8 2 ・そういった場面がありません。

苦情等の対応につきましては、誠心

誠意対応するように努めてまいりま

す。

12

子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮がなさ

れているか

10
引き続き、合理的配慮を意識して、

環境を整えていきます。

13

定期的に会報やホームページ等

で、活動概要や行事予定、連絡

体制等の情報や業務に関する自

己評価の結果を子どもや保護者

に対して発信しているか

10
毎月、にこぬくだよりを発行、ブロ

グにも定期的にあげ、情報を発信し

ています。

14 個人情報に十分注意しているか 10
今後も個人情報の取扱いに十分注意

してまいります。

15

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュア

ルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

7 3
各種マニュアルが整備されているこ

とを、スタッフのみならず、保護者

へも通知していきます。

16

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓

練が行われているか

7 2 1

定期的な訓練と消防設備の点検を

行っていますので、訓練などは今後

もにこぬくだよりなどで皆様にお知

らせしていきます。

17
子どもは通所を楽しみにしてい

るか
9

未回答1

・毎回通わせていただくのを楽しみ

にしています。

「今日にこにこに来てよかった」と

感じていただけるように、今後とも

常にお子さんに寄り添った支援を心

がけます。

18 事業所の支援に満足しているか 9

未回答1

・不安なことやいろいろと細かい支

援をしていただき助かっています。

・いつもありがとうございます！

より一層、個々の利用児童のニーズ

に合わせた支援を行えるように、ス

タッフ一丸となって努力してまいり

ます。また、現状に満足せずに、常

に支援の質を高めてまいります。今

後ともどうぞよろしくお願いいたし

ます。

満

足

度

保

護
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公表：2023年3月30日

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
いただいたご意見 ご意見を踏まえての対応

1
子どもの活動等のスペースが十

分に確保されているか
2

デイルームは、車いす利用者が

複数いても十分な広さになるよ

うなスペースで運営しています

が、お子さんの安全を考慮して

スペースを分ける等の工夫はこ

れからもしてまいります。

2
職員の配置数や専門性は適切で

あるか
2

きめ細やかな支援を提供するた

めに、基準以上の人員を確保で

きるようになるべく努めていま

す。また空間や配置を工夫して

個々のニーズにあった支援もし

ていますが、安定したサービス

が提供できるよう、職場環境を

整えていきます。

3

生活空間は、本人にわかりやす

い構造化された環境になってい

るか。また、障害の特性に応

じ、事業所の設備等はバリアフ

リー化や情報伝達等への配慮が

適切になされているか

2
駐車場は砂利でバリアフリーに

なっていませんので、今後解消

できるよう検討していきます。

4

生活空間は、清潔で心地よく過

ごせる環境になっているか。ま

た、子ども達の活動に合わせた

空間となっているか

2

今後も清潔な環境を心がけま

す。空間利用についても個々の

ニーズに合わせて利用できるよ

うに検討してまいります。

5

子どもと保護者のニーズや課題

が客観的に分析された上で、児

童発達支援計画が作成されてい

るか

2
今後もご利用のお子様ご本人、

保護者の意向を反映できるよう

心がけていきます。

アンケート郵送（2023年2月）　2名　　回収数　2名　割合　100％
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保護者の皆様からの事業所評価の集計結果(児童発達支援)



6

児童発達支援計画には、児童発

達支援ガイドラインの｢児童発

達支援の提供すべき支援｣の｢発

達支援(本人支援及び移行支

援)｣、｢家族支援｣、｢地域支援｣

で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内

容が設定されているか

2
左記の内容を踏まえるように心

がけています。

7
児童発達支援計画に沿った支援

が行われているか
2

日々の活動の中で個々の支援計

画を考慮しながら支援するよう

心がけています。

8
活動プログラムが固定化しない

よう工夫されているか
2

これからも、活動プログラムが

固定化しないよう、お子さんが

楽しめるような内容を積極的に

検討してまいります。

9

保育所や認定こども園、幼稚園

等との交流や、障害のない子ど

もと接する機会があるか

1 1
コロナウィルスの状況を踏まえ

た上で、そういった機会を作れ

ないか、模索していきます。

10
運営規程、利用者負担等につい

て丁寧な説明がなされたか
契約時に行っています。

11

児童発達支援ガイドラインの｢

児童発達支援の提供すべき支

援｣のねらい及び支援内容と、

これに基づき作成された｢児童

発達支援計画｣を示しながら、

支援内容の説明がなされたか

2
利用者個別面談は、年2回行っ

ています。その際に説明、同意

をいただいています。

12

日頃から子どもの状況を保護者

と伝え合い、子どもの発達の状

況や課題について共通理解がで

きているか

2

連絡帳、面談、電話等、様々な

ツールを使い理解を図るように

努めています。今後も同様に行

います。

13

定期的に、保護者に対して面談

や、育児に関する助言等の支援

が行われているか

2
こちらでの様子を参考に必要な

助言または相談支援機関に繋げ

るように努めています。

14

父母の会の活動の支援や、保護

者会等の開催等により保護者同

士の連携が支援されているか

1 1
コロナウィルスの状況を踏まえ

た上で、そういった機会を作れ

ないか、模索していきます。

適

切

な

支

援

の

提

供



15

子どもや保護者からの相談や申

し入れについて、対応の体制が

整備されているとともに、子ど

もや保護者に周知・説明され、

相談や申入れをした際に迅速か

つ適切に対応されているか

2

児発管が中心となり、相談・申

し入れをお聞きしているところ

ですが、それ以外の保育士等支

援スタッフも、お聞きして、内

容について児発管と共有して、

対応するようしています。

16

子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮がなさ

れているか

2
引き続き、合理的配慮を意識し

て、環境を整えていきます。

17

定期的に会報やホームページ等

で、活動概要や行事予定、連絡

体制等の情報や業務に関する自

己評価の結果を子どもや保護者

に対して発信しているか

1 1

毎月、広報を発行、ブログにも

定期的に上げ、情報を発信して

います。自己評価の結果はホー

ムページに掲載しています。

18
個人情報の取扱いに十分注意さ

れているか
2

今後も個人情報の取扱いに十分

注意してまいります。

19

緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュア

ルを策定し、保護者に周知・説

明されているか。また、発生を

想定した訓練が実施されている

か

1 1

各種マニュアルが整備されてい

ることを、スタッフのみなら

ず、保護者へも通知していくと

ともに、必要な訓練を行ってい

きます。

20

非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓

練が行われているか

1 1

定期的な訓練を消防設備の点検

を行っていますので、訓練など

は今後もにこぬくだよりなどで

皆様にお知らせしていきます。

21
子どもは通所を楽しみにしてい

るか
2

「今日にこにこに来てよかっ

た」と感じていただけるよう

に、今後とも常にお子さんに寄

り添った支援を心がけます。

22 事業所の支援に満足しているか 2

より一層、個々の利用児童の

ニーズに合わせた支援を行える

ように、スタッフ一丸となって

努力してまいります。また、現

状に満足せずに、常に支援の質

を高めてまいります。今後とも

どうぞよろしくお願いいたしま

す。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度




